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湯
の
沢
自
治
会
は
、
昭
和
58
年
に
発
足
し
、
今

年
で
30
年
目
を
迎
え
、
現
在
1
3
0
世
帯
の
中
規

模
の
自
治
会
で
す
。
活
動
の
拠
点
と
な
る
児
童
セ

ン
タ
ー
は
、
団
地
が
造
成
さ
れ
た
当
時
、
管
理
者

の
事
務
所
と
し
て
使
用
し
て
い
た
建
物
を
寄
贈
さ

れ
た
も
の
で
、湯
の
沢
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
年
会
、
町
民
体
育
行

事
の
反
省
会
、囲
碁
会
、お
茶
会
、若
葉
会（
老
人
会
）、

書
道
教
室
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
、

地
域
の
交
流
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
４
年
度
に
は
町
の
生
涯
学
習
モ
デ

ル
地
区
に
選
ば
れ
、
そ
の
交
付
金
で
、
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ネ
ッ
ト
を
購
入
し
、ポ
ー

ル
は
自
分
た
ち
で
設
計
、工
事
を
行
い
立
派
な
コ
ー

ト
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
ク
ラ
ブ
は
、
毎
週
月
・
金
曜
日

の
午
前
に
児
童
セ
ン
タ
ー
下
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練

習
し
て
い
ま
す
。
晴
天
の
日
は
、太
陽
が
目
に
入
っ

て
球
を
見
失
い
失
敗
し
ま
す
。
夏
は
小
雨
に
も
負

け
ず
、
気
持
ち
よ
く
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
厳
寒

の
時
期
で
も
５
分
も
す
る
と
一
枚
、
二
枚
と
上
着

を
脱
い
で
い
き
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
に
は
、
80
歳
過

ぎ
の
女
性
も
在
籍
し
、
若
い
人
に
優
る
と
も
劣
ら

な
い
パ
ワ
ー
で
練
習
し
て
い
ま
す
（
手
加
減
無

用
！
）。
練
習
の
後
は
、
座
敷
に
上
が
っ
て
の
軽
い

お
茶
会
が
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
は
「
湯
の
沢
児
童
セ
ン
タ
ー
」
で
行
わ
れ
て
い
る
事
業
の
様
子
を
、
湯
の
沢
自
治

会
長
の
原
野
廣
太
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

発
足
時
か
ら
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
ク
ラ
ブ

秋
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
石
焼
き
芋
の
会

バ
イ
オ
マ
ス
の
講
演
会

定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す

◇
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
（
毎
週
木
曜
日
の
午
前
）

　
健
康
な
体
づ
く
り
を
目
標
に
、
古
舘
輝
美
さ
ん

の
ご
指
導
に
よ
り
、
直
径
55
㌢
の
柔
ら
か
い
ボ
ー

ル
を
使
っ
て
行
う
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で
す
。

◇
囲
碁
会
（
毎
週
火
曜
日
の
午
後
）

　
西
橋
和
夫
さ
ん
の
ご
指
導
に
よ
り
、
楽
し
い
中

に
も
熱
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
時
に
は
持
参

し
た
お
酒
で
軽
く
反
省
会
も
・
・
・
。

◇
お
し
ゃ
べ
り
輪
投
げ
の
会

　
　
　
　
　（
毎
月
第
２
土
曜
日
の
午
後
）

　
２
月
に
開
催
さ
れ
た
町
老
連
体
育
行
事
の
輪
投

げ
大
会
で
は
、
日
頃
の
成
果
が
出
て
、
湯
の
沢
が

一
位
、
二
位
、
三
位
を
独
占
し
ま
し
た
。

　
毎
年
11
月
に
自
治
会
と
若
葉
会
共
催
で
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
児
童
セ
ン
タ
ー
か
ら

八
沢
の
林
道
を
通
っ
て
八
沢
集
会
所
付
近
ま
で
、

往
復
3.6
㌔
㍍
の
紅
葉
路
を
歩
き
ま
す
。
昼
ご
ろ
帰

着
し
、
お
に
ぎ
り
、
豚
汁
、
飲
み
物
、
若
葉
会
得

意
の
石
焼
き
芋
を
ご
ち
そ
う
に
な
れ
ま
す
。
昨
年

度
は
、
大
人
・
子
ど
も
・
幼
児
で
70
人
ほ
ど
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
た
講
演
会「
地

球
に
優
し
い
環
境
を
目
指
し
て
」
を
、
湯
の
沢
で

も
開
催
し
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
、
湯
の
沢
在

住
の
古
舘
信
生
さ
ん
を
講
師
に
講
演
会
を
開
き
ま

し
た
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
注
目
さ
れ
る
有
機
性
の

資
源
「
バ
イ
オ
マ
ス
」。
今
ま
で
新
聞
や
テ
レ
ビ
で

報
道
さ
れ
て
も
意
味
が
分
か
ら
ず
、
無
関
心
で
し

た
が
、
講
演
会
後
は
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
数
人
で
勉
強
会
を
開
き
、
山
北

町
の
水
力
発
電
所
の
見
学
に
出
掛
け
ま
し
た
。

　
松
田
町
文
化
財
保
護
委
員
の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力

に
よ
り
「
歩
い
て
み
よ
う
松
田
の
歴
史
」（
写
真
）

を
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
委
員
の
皆
さ

ん
が
実
際
に
歩
き
、
協
議
・
精
選
し
た
４
コ
ー
ス

で
す
。「
文
化
財
マ
ッ
プ
」
を
片
手
に
、
松
田
の
歴

史
に
思
い
を
は
せ
て
歩
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。Ａ
５
判
52
㌻
（
２
０
０
円
で
町
図
書
館
で
販

売
中
）。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
図
書
館
へ
☎（
83
）
７
０
２
４
。

「
歩
い
て
み
よ
う
松
田
の
歴
史
」
発
刊

各
種
施
設
で
の
事
業
（
そ
の
７
）

湯
の
沢
児
童
セ
ン
タ
ー

湯
の
沢
児
童
セ
ン
タ
ー歴史が刻まれた児童センター

歩いた後のお楽しみ『石焼き芋』

文化財マップ

見事なフォームで百発百中！

講師の話を熱心に聞きました

気持ちのよい汗をかいています

●４コースを歩き松田の歴史に思いをはせて●４コースを歩き松田の歴史に思いをはせて
≪松田城址コース≫　～戦国の松田に思いをはせて～（歩行時間約150分　距離約10㎞）
　小田急新松田駅　→　桜観音　→　大蔵院　→　松田城址　→　西平畑公園　→　延命寺　→　新松田駅

≪酒匂川の氾濫と治水・利水コース≫　～酒匂川との共生の歴史をさぐる～（歩行時間約60分　距離約3.9㎞）
　JR松田駅（北口）　→　二宮尊徳誕生地道標　→　寒田神社　→　十文字橋　→　川音川サイホン入口　→　店屋場堤　→　三角土手　→　JR松田駅（南口）

≪矢倉沢往還コース≫　～青山街道本道争いの道をしのぶ～（歩行時間約120分　距離約8㎞）　
　小田急新松田駅　→　三角土手　→　町屋　→　清水　→　神山神社　→　下茶屋の道標　→　河内・大門通り　→　御殿場線・矢倉沢踏切跡　→　十文字橋　→　新松田駅

≪寄地区社寺巡りコース≫　～山里の旧跡を歩く～（歩行時間約70分　距離約5㎞）
　小田急新松田駅　⇒　バス（札場）　→　福昌院　→　寄神社　→　旧源守院跡　→　大寺観音堂　→　高根神社　→　バス（田代向）　⇒　新松田駅

（参考）はなじょろ道コース
　小田急新松田駅　⇒　バス（田代向）　→　虫沢　→　はなじょろ道入り口　→　ヒネゴ沢乗越　→　八丁　⇒　タクシーなど（JR山北駅）


